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1． はじめに   

ごみ発電は新エネルギーの一つとして積極的な導  

入が進められている．近年，可燃性のごみをペレッ  

ト状の固形燃料に加工するRDF（RefuseDerivedFuel  

） 

ため郊外部から需要が集中する都市部に輸送して利  

用することが考えられている．   

ここでは人口密度分布に対応したRDF化施設の最  

適な配置を求めるとともに，従来のごみ発電とRDF  

化による発電のエネルギー回収率の比較を行う．   

2． モデル化の考え方   

2．1 人口密度   

ここでは一つの都市を想定する．人口密度は次式  

を仮定する．   

n（り＝叩（一正）  
几  

（1）   

a：パラメー タ（1／km2），n（r）：人口密度（人／km2），P  

：総人口（人），r：都市中心からの距離（km）  

Z．Z 施設配置   

都市中心にごみ発電プラントが立地し，ごみを次  

の3つの領域に区分して処理する．  

i）rくⅩ  ごみ発電所に輸送．  

ii）xくrくy（y〉A）RDF施設（r＝A）で加工．RDFは  

都市中心部のごみ発電プラントに輸送する．  

iii）r〉y  ごみ焼却場（r＝B）で燃やす．  

以上の様子を図1に示した．従来型（ごみ発電の  

み）の場合はRDF施設がなく，r〉Ⅹのごみはごみ焼却  

場に輸送される．   

施設の立地点は発電による正味のエネルギー回収  

量を最大化することによって求める．  

ごみ発電所  RDF施設  ごみ焼却場  
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図1ごみ処理施設の配置イメージ  

3． モデル定式化   

3．1 RDFモデル   

RDF化する場合の正味エネルギー回収量は以下で  

表される．   

J＝Tl．qGl＋函2qrf－eA）pG2一打rl＋T2＋T，）  

＝αG．＋βG，－e汀l＋T2＋T，）→Max・  

ただし，  

X  

Gl＝gJ2几m（り血  
O   

y  

G2＝gJ2几m（り血  
X  

q＝gJ2J【m（り血  
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X  
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のごみの持つエネルギーに対する正味エネルギー回  

収率は4％ほど改革される．  

5． おわりに   

RDF化によるエネルギー回収率向上が定量的に確  

認できた．ただし，非常に広域になろと正味のエネ  

ルギー回収ができなくなる可能性がある、点に注意が  

必要である．  
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ギ1kJ／kg），g：ごみ排出量（kg／人），G：各施設へ  

のごみ供給量（短），ql，q2：ごみおよびRDFの発熱  

量（kJ／kg）， 

（kgkm），Yll，Y12：ごみおよびRDFの発電効率，P：  

ごみからRDFへの転換率   

目的関数（2）式をx．Ay，Bの変数で微分することに  

より，最適条件として次が得られる．   

x≡雉・ヂ）  

：＝雉・B・号）   

困血＝m（坤  
X  

B  

Jm椚血＝Jm（巾血  
Y B  

3．2 従来型モデル  

（9）  

（10）  

（11）  

（12）   

ごみ発電境界   †  RDFプラント  

RDF境界  －－1ト・・・－ごみ焼却場  

RDFモデルと同様に，従来型（ごみ発電のみ）モ  

デルでは次の最適条件が導かれる．  

：三輿〕  
（13）  

Jm（ー沖＝†m（り血  
X B   

（14）  

ここで，人口分布として（1）式を仮定すれば（9）～  

（14）式は人口Pを含まない．すなわち，人口規模に  

よらず施設配置は決定される．立地点は人口分布の  

パラメータaに依存する．人口分布の形状が変わら  

なければ都市の成長にかかわらず施設の立地点は固  

定してよいことがわかる．   

4． 数値例   

パラメータaを0．01から0．1まで変化させた時の領  

域境界，施設立地点および正味エネルギー回収率  

（回収量／ごみの稔熱量）を図2～3に示す．aが小  

さいと施設配置は遠くなり，aが大きくなると原点  

に近づく．ある程度以上のaでは立地点，正味エネ  

ルギー回収率ともほぼ一定となる．従来型モデルの  

結果も同じ傾向を示すが，境界および焼却場の立地  

点は15～20kmのあたりにくる．   

従来型に比べRDF化することによって，都市全体  

0．05   

パラメータa  

図2 ごみ処理施設の配置  
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図3 正味エネルギー回収率の方式別比較   
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